a Study of educational contents of correspondence course for girl by 関本 仁
203女子講義録の教育内容に関する一考察（関本）
はじめに
本稿では，中等教育段階を対象として行われた女子講義録の内容を分析し，その根底にはどのよう
な思想があり，変化したのかを示すことを目的とする。そのなかで，学習の場を提供する側としての
立場の変化を考察する。
本稿では，発行された数々の講義録の中でも，女子中等教育機関への進学率が急激に上昇を見せて
いた中で，発行が開始された『早稲田高等女学講義』を中心にとりあげ，分析を試みる。今回は『早
稲田高等女学講義』において開講された多くの科目の中から，常に筆頭に挙げられており，中心的な
位置づけがなされていたと思われる「修身」に関する分野に注目したい。すなわち「結婚講話」「修
養講話」「公民講話」「教育講話」などに設定されていた講座についての調査分析を行う。『早稲田高
等女学講義』が発行された時期としては，大正 11年から，戦後直後までであり（戦前においては，
現段階で資料の把握ができているのは昭和 14年度まで），これは大正デモクラシー期からファシズム
期，太平洋戦争，戦後直後までに至る大きな時代の変化が起きていたなかでの発行であった。このよ
うな時代背景のなかで，女子中等教育という場に対し，高等教育機関である早稲田大学が関わること
により，その教育内容にどのような影響をもたらしたのか。また，『早稲田高等女学講義』に先立ち，
明治期より刊行されていた『通信女学』など他の女性向けの講義録の内容とはどのような違いがあっ
たのかなどについても分析していく。
本稿についての研究方法は，当時の受験雑誌，教育雑誌，新聞等による実態把握，また，『早稲田
高等女学講義』の内容見本といった，入学案内に類する資料や，他校他社の講義録の文献調査が中心
となる。
１．明治期における女性向け講義録―『女学雑誌』による『通信女学』―
高等女学校令が出される以前の明治 20（1887）年 4月 2日に発刊されたものに『通信女学』がある。
これは，『女学雑誌』という「婦女子の心得となるべき事柄を一切集めたるもの」（１）を扱った雑誌社
から出されたものである。発行者の巌本善治は明治女学校という学校の経営にも携わっており，二回
目以降の刊行時には，明治女学校の教師が講師として名を連ねていた。「通信女学発行の趣旨」の中
で巌本は「今四五年の内には，女学の進歩非常にて，おさおさ男子も劣らざる有為の女流を，多く出
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ださんは勿論，婦人一汎の有様必ず一変して，今の如き交際にては，事足らざるに至るべし，故に，
今日に於て，尚ほ学文せざる貴嬢方は，一日も早く学校に入りて，一と通りの修学を為し，決して時
勢に遅れざる様に勉めらるべし」（２）と当時の女性の置かれている状況を示し，「一家を脩るには，家
内衛生家内経済の事を初めとして，母親たるの覚悟，育児の心得などは，是非とも学び置かでは相成
らず，特に又追々開花して，交際の有様も変化する今日に当たりては，文学理学の一班より，歴史地
理の大略，および，西洋女礼式の一と通り」（３）の学習の場を提供するとした。学習の対象者は「一家
の妻となりて，家事向万端を取扱はるゝ方々」（４）としている。開設された科目は「女子生理，育児心
得，家内経済，文芸案内，万国史略，文学一班，理学一班，家内理学，西洋女礼等の諸科」となって
いる。明治女学校の教師が講師として名を連ねていたことから，完全準拠とまではいえないまでも，
明治女学校で行われていた内容に添ったものと推測する。内容は家政や文芸などの分野の比率が比較
的高く，母体の雑誌，そして講義録にも冠されている「女学」，つまり「「良妻賢母主義」と「教養主
義」を重ね合わせた」（５）知識を身につけることに主眼に置いていた。『女学雑誌』と『通信女学』と
の関係について，明治 23（1890）年開始の告知では，「女学雑誌は其時々に切要なる女子の心掛を論
じ通信女学には永久女子に入用なる学問を教授す其二つ乍ら欠く可らざるは食物と着物の如し」（６）と
表している。講義録は原則毎月一回の刊行で一年にわたって学ぶというものであり，明治 24（1891）
年の次年度開始時告知には「全科を卒業したるもの七百余名あり。」（７）とある。明治 21（1888）年の
高等女学校在学者が 2599名（８）であることから，その対比としてみても，多くの女性が学んでいたと
いうことが出来るだろう。明治 26（1893）年以降は『女学雑誌』においても『通信女学』の告知が
なされていないため，以後の実態は明らかではない。また，刊行開始直後には『通信女学』誌面に質
疑応答の場である，問答叢話というコーナーを設けていた。後にこれは『女学雑誌』の中に移ること
になった。『女学雑誌』は明治 37（1904）年に廃刊，明治女学校は明治 42（1909）年に廃校となって
いる。『通信女学』ありかたは，田代和久は「成瀬仁蔵の『家庭週報』や『女子大学講義録』こそは『通
信女学』を理念の上でも，形態の面でも継承するもの」（９）であると指摘しており，また，稲垣恭子は
巌本善治が経営に携わった明治女学校を「女子大学へ発展させていこうという理想を実現したのが，
巌本善治の明治女学校ではなく成瀬仁蔵（1858～ 1919）による日本女子大学校（1901年創立）であっ
た」（10）と指摘している。
２．早稲田高等女学講義「修身科」の時代的な流れ
次に，『早稲田高等女学講義』で設置されていた「科目」の変遷について，カリキュラム全体の中
での位置づけがどのようであったかのを確認することを目的として，開講年である大正 11（1922）
年から昭和 14（1939）年までの設置されている科目のうち，常に筆頭に置かれている「修身」ならび
にその後継となっている諸科目についての説明がどのようになされていたのかを示しておきたい。
『早稲田高等女学講義』は各年度，春（4月）・秋（10月）の 2回の開始時期となっている。
今回用いた資料はそれぞれの年度の『内容見本』（入学案内），また講義録本誌などに由っている。
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なお，それぞれの『内容見本』の発行時期が不明であるため，それぞれの年度開始分，ということで
区別をしていく。すべての年度において開講された科目は「主要教科」と「家政」に関する科目の 2
つに分かれ，さらに科外講演が設定されていた。
大正 11（1922）年度春期～大正 14（1925）年度春期においては，通常設置科目（名称は無し）と
科外（面白いお話　教訓になるお話　修養のお話　新しい学問についてのお話　婦人談，家庭談，そ
の他　という説明あり）となっている。大正 14（1925）年度秋期は資料がないため不明だが，同年
度の春期と同様のカリキュラムであったのではないかと推測する。ここまでは，個別の科目ごとにつ
いての説明は見られない。そして，「修身」という教科のもと，「実践倫理」とした科目が配されてい
た。大正 15（1926）年度春期では，修身について，「市川，沼田，宮田の三人の有名な先生が個人，
社会，国家の三点から見た道徳を親切に説かれた面白いためになる修身講話です。」と紹介している。
この三名はそれぞれ，市川源三（東京府立第一高等女学校長），沼田笠峰（頌栄高等女学校長），宮田
斉（成女高等女学校長）であり，この教科だけを見ても，公立私立を問わず，さまざまな講師が関わっ
ていたことが解る。半年後の大正 15（1926）年度秋期では，修身講義については，「豊かな人道愛の
立場から個人個人，社会，国家の道徳を最も力強く説かれたものです。」としており，内容について
の大枠を示し始めている。次の昭和 2（1927）年度春期では，「更に三つの精神講座」として公民講話，
結婚講話，修養講話を開設した。また，これに加え，「五つの新家庭講座」について，「美しい容貌，
綺麗な身だしなみは女の生命の一部分でもあります。家庭の装飾といふことも主婦の大切な心がけの
一つであります。」という見地から，講座を開設したことが触れられている。
結婚講話，修養講話，公民講話についての説明は，「弱い少女や婦人の行くべき道を確かな，而か
も力強い言葉で絶えず励まし，導き，自分の行く正しい道，他人と交る道，社会の一員としてとるべ
き覚悟などを説かれたもので，昭和の新しい御代の新しい婦人道徳教科書として万人に是非ともおす
すめする価値のある三つの講話であります。」とあり，「婦人道徳」という言葉を用いて，紹介して
いる。
昭和 6（1931）年度春期では，結婚講話，修養講話，公民講話について，「弱い少女や婦人の行く
べき道を，確かな，しかも力強い言葉で絶えず励まし，導き，正しい道，他人と交はる道，結婚につ
いての知識社会の一員としてとるべき覚悟などを説かれた，昭和の御代の新しい婦人に必要なる修身
講話であります。」となっており，結婚講話についての言及がなされていることが特徴的である。ま
た，この時点で新たに「教育講話」という講座があらわれる。「この講話は師範学校の教育学と違ひ，
児童心理と家庭教育とを主としたもので，講師倉橋先生はこの方面での実際家で現在幼稚園にあつて
御自分のお考へを実際に行はれて居る方であります。従つて講義もむづかしい学科でありますが，そ
こを優しく，解りよく書かれたよい講義です。」この紹介文にもあらわれているように，教育という
なかでも，家庭教育に焦点を当てた講座を開設している。これより以前から「育児看護法」という講
座が存在していたが，こちらはより技術的な内容になっている。
昭和 8（1933）年度秋期になると，紹介文の内容がより詳細になってきており，修養講話では，「人
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として女として誰でもが行はなければならぬ事柄を」扱うとしており，公民講話については，「個人
としての修養に努めると同時に，世の中の一員，即ち公民としての義務を果たさなければなりませ
ん。」と紹介されている。結婚講話については，「「結婚悲劇」とか「結婚解消」とかいふことは，多
くの場合，結婚当事者を始め両親その他周囲の人々が結婚に就いての正しい知識を欠いてゐるために
起ることです。この講話はさうした悲劇を未然に防ぐための親切な講義であります。」ということを
述べている。教育講話については，「将来，人の母たるべき女性にとつて，子供を教育するための知
識を持つことが如何に大切であるかは申す迄もありません。」としていることから，内容が家庭教育
について多くの誌面が割かれているであろうことが推察できる。
昭和 11（1936）年度春期から，「基本講座では女学校で教へる全学科を網羅して，これからの女性
として知らねばならぬ知識を与へ，各種の試験を受けるのに必要なことを教へます。」というように
試験対策，より具体的には「専門学校入学者検定（専検）」へと向けた姿勢が見られるようになって
くる。
昭和 12（1937）年度秋期の紹介文では，公民講話のなかで，「人生は楽しい。けれども，私達には
社会に対する務と，国家に対する務があります。公民科講話は私たちの生くべき社会の実際の姿と，
それに処する道が教へられます。」というように，「国家に対する務め」という言葉があらわれる。こ
れ以前より教育勅語等の影響はあったであろうが，直接的には七月から日中戦争が始まったことに関
係があると思われる。
昭和 13（1938）年度春期になると，ここから表現に大きな変化が見られる。「世界に比なき皇国の
女性として生れた誇りも高らかに，強く，明るく，優しく生きて行く途を，暖かなしかも力強い言葉
で教えへ，導きそして励ます女子修身講話。筆を執られるのは日本女子大学の校長して永年女子教育
に尽くされる井上秀子先生であります。」このように，前年から起こった日中戦争を契機とした国民
精神総動員運動の影響が明確に現れてくる。
戦後再開された時点ではすでに新憲法が制定され，「修身」の廃止，「社会科」が創設されていたが，
『早稲田高等女学講義』では「公民講義」とし，以下のような説明をしている。
本講義に於ては，先ず政治関係のことから始めて，次いで法律，経済に関する主要な事柄を取
扱い，更に進んで社会のこと，教育のことから宗教，思想，文化の面についても，その大体を示
して置きたいと思います。殊に新憲法の精神は，われわれの公民生活においてあらゆる問題の基
盤になるもので，最も大切なことですから，特に詳しく述べる予定です。
尚，公民科を学ぶについて，最も大切なことは，学んだことを，充分に咀嚼して，必ずこれを，
自分の血となし，肉とすることです。公民科を学びながら，例えば理由なく，選挙権を棄てたり，
他人の自由を奪うような態度をとったりしては，何の意味もありません。皆さんはこれを学び，
率先して，公民としての態度を示してください。
因に公民科は，最近，学校では社会科として取扱つていますが，本講義は新らしい社会科
の線に添つて講じますから内容に於ては，紙数その他の都合で，地歴関係のことだけは省略し
207女子講義録の教育内容に関する一考察（関本）
ます。（11）
地理歴史分野が省略されたことで「公民」となったことが分かるが，何故地歴分野を組み入れるこ
とが出来なかったかについては追って調査することとする。この科目のなかには，「教養」というト
ピックで文芸，芸能，短歌・俳句，スポーツなどが取り上げられていることも特徴の一つである。
『早稲田高等女学講義』は基本的には高等女学校のカリキュラムに準拠した科目設定となっている。
全課程を修了し，「高等女学校」で学んだのと同等の学力を獲得したとして卒業してもなお公的な資
格，つまり「高等女学校」の卒業の資格を得ることは出来なかった。であるからこそ，学校としても
「高等女学校」の卒業資格，つまり「専門学校入学者検定（専検）」の突破を，対策講座を紙面に提供
したり，奨学金を創設するなど，さまざまな形で学業のバックアップをしていくことになるのである。
戦前の学校において「修身」の位置づけは大きい。『早稲田高等女学講義』でも常に筆頭に置かれて
いたのはその反映だろう。ただし，高等女学校で行われた「修身」とは大きな違いが一つある。それ
は「結婚講話」の存在である。高等女学校の修身おいても，結婚について扱っているが，たいてい，
トピックが数多くあるなかでの一つ，という位置にある。それに対して，『早稲田高等女学講義』で
は三本ないしは四本の柱が立てられているなかの一柱という存在を示し，昭和 8（1933）年の春期ま
ではそのなかでも先頭に位置づけられていることからも，この科目が重視されていたことがわかる。
ただし，この位置に置かれたのはどのような経緯からなのか，発行側，受講者側どちらの意志の反映
であったのかははっきりしない。ただ，担当講師の一人である，市川源三は「結婚講話」の担当者で
あったことから，彼の意見の反映ではないだろうか。用いられた教材についての調査は次節で見てい
きたい。
３．「修身」分野のテキストの変遷
では，実際のテキストはどのような表現をとっていたのか。ここでは，実際に受講者が学習を開始
するに当たって，以後の学習の参考としたであろう『内容見本』のなかにある，テキストのサンプル
から考察をしていきたい。学習を提供する側にとっても特に強調したいこと，学んでもらいたいこと
を選んで掲載したと思われるからである。まず時系列で捉え，名称が変更になった時点で区切ると，
4つの期間に分けることが出来る。開始された大正 11（1922）年度から大正 15（1926）年度までの
大正期，昭和 2（1927）年度から昭和 12（1937）年度まで昭和初期，昭和 13（1938）年度から終戦
までの「国民精神総動員運動」期，そして戦後の新憲法発布以後，である。大正期では『内容見本』
において「修身」分野の紹介がなされていないため割愛し，今回は特に 2つ目以降の期間についての
テキスト内容の吟味を行う。
昭和初期において最も頻度が高いのは「修養講話」であり，なかでも「故知らぬ悩み」「さまざま
の人生問題」というトピックの部分である。（昭和 2（1927）年度秋期開始分，昭和 3（1928）年度秋
期開始分，昭和 10（1935）年度秋期開始分，昭和 11（1936）年度春期開始分，昭和 11（1936）年度
秋期開始分，昭和 12（1937）年度秋期開始分）
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故知らぬ悩み
「斯ういふ悲しさ，いら立たしさ，なやましさは，若い女子に起こりがちの心理状態であり
ます。」
「これは身体の著しく発育するにつれて，生理的の激変や精神上の不調和などが，その原因と
なつてゐるのであります。従つて，自分ではいくら反省しても，確かにこれといふ原因が解らな
い，いはゆる故知らぬ悩みであります。」
さまざまの人生問題
「一体人生とはどんなことでせうか。生まれたものは皆必ず死なねばならない。何のために生
まれて来たのか，何の意義があつて生きて居るのか。生きるに甲斐のある人生ならば，その目的
は何であらうか。」
「故知らぬ悩み」では多感な思春期に特有の不安感を示している。一方で「さまざまの人生問題」
ではこれからどう生きていくのか，という各人のこれからの生き方を問うトピックとなっている。
次に多く見られたのが，「誘惑と克己」である。（昭和 4（1929）年度秋期開始分，昭和 6（1931）
年度秋期開始分，昭和 9（1934）年度秋期開始分）
第四課　誘惑と克己
ふとしたことから誘惑
「誘惑にはかゝりやすいもので，また一たび誘惑にかゝりますとそれからそれへと恐るべき魔
の手に落ちて行くことがあります。斯うしてだんだん堕落の底に沈んで行けば，再び正しい道に
引き返すことは，なかなか困難なものであります。それ故に，向上の一路を辿らうとするものは，
常に心を引きしめて，あらゆる誘惑に打ち克つやうにしなければなりません。」
ここでは，理性を働かせること，いかに自己形成をしていくか，ということがテーマとなっている
ことが分かる。
それに続くのが，「学問をする目的」である。（昭和 7（1932）年度春期開始分，昭和 7（1932）年
度秋期開始分）。
学問をする目的
「あなた方がこの講義録で勉強なさるのは，広い意味での修養であります。即ち，将来人の人
たる道を踏み行ひ，妻として，主婦として母としての務めを完うし，進んで社会公共のためにも
力を尽くすやうに，立派な婦人となる準備だからであります。従つて，たゞ国語を習つたとか，
算術が出来るとか，地理歴史を知つたとか言ふことばかりでなく，それ等すべての知識や技芸が
心の養分となつて，理知の上でも，技能の上でも，道徳の上でも，渾然たる立派な婦人になると
いふことが，講義録を読む目的であらねばなりません。」
「勿論，或一ツの学科を深く研究して，どこまでも心理のために身を捧げるといふのも，実に
尊ぶべきことであります。それはそれとして，姑らくこゝでは論外に置きますが，普通一般に学
問技芸を修めるのは，その学び知つたことを実際に役立たしめ，世の中の文化を進めたいと思ふ
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からであります。」
「例へば日々の食物にしても，その原料や栄養分に就いて，よく知つて居れば居るほど，日常
生活に適当なものを選ぶことが出来ます。」
これは，講義録を学んだ先にどうあってほしいのか，ということが明確に示されている。すなわち，
「理知の上でも，技能の上でも，道徳の上でも，渾然たる立派な婦人」ということだが，「妻として，
主婦として母としての務めを完う」することが強調されている。「良妻賢母」の思想がここにはっき
りと表れている。また，女性に対して，「或一ツの学科を深く研究して，どこまでも心理のために身
を捧げるといふのも，実に尊ぶべきことであります。それはそれとして，姑らくこゝでは論外に置き
ます」として，研究者として生きることをひとまず，であるにせよ論外においてしまっていること注
目すべきことである。
「修身」分野のなかで次に多く見られた科目は「結構講話」である。なかでも複数回掲載されてい
たのは「謬れる結婚」（昭和 2（1927）年度秋期開始分，昭和 3（1928）年度秋期開始分），「結婚とは
何か」（昭和 5（1930）年度秋期開始分，昭和 8（1933）年度秋期開始分）である。
第五講　謬れる結婚
「結婚は人生の一大事であります。これに失敗する人は不幸中の不幸であります。それ故に私
共は何故に失敗するのか，それを知つておく必要があります。」
「結婚した以上，夫は一家の生計を立てゝ行かねばならず，妻は家政万端を処理して行かねば
なりません。夫妻各々その任務をつくし得る見込が立たないで結婚するのも軽率であります。」
この「結婚講話」は結婚するにあたって気をつけなければならないことが述べられている。この部
分では「夫は一家の生計を立てゝ行かねばならず，妻は家政万端を処理して行かねばな」らないとし，
明確な役割分業を示している。
第二講　結婚とは何か
「私は，「結婚とは，社会の承認を経た一女一男の合意的結合であつて，その目的は一家内に同
棲し，相助け相励まし，且つ互ひに人格の向上と子孫の繁栄とを図るにある。」と定義した方が
よいと思ひます。」
一方でここでは結婚についての定義が示されているが，この表現自体には「相助け相励まし，且つ
互ひに人格の向上と子孫の繁栄とを図る」とあり，夫と妻が対等な関係であると読み取ることも出来，
一方的に役割を強いるような関係のみを志向してはいなかったと捉えることが出来るだろう。
そしてもうひとつ，「結婚の適者と結婚の適齢」が挙げられている。（昭和 9（1934）年度春期開始分）
第三講　結婚の適者と結婚の適齢
「男も女も年頃になれば誰でも結婚すべきものであると考へたのは，昔のことであります。」
「しかし苟も結婚は人格完成の一つの機会だと解するやうになりますれば，結婚を本能のまに
まに，自然の成行に任せて取行ふといふ訳には行かなくなります。」
ここでは，既に誰でも結婚をすべきであるという考えは古いものとし，結婚に適さない人物も現れ
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ていることが述べられている一方，「人格完成の一つの機会」でもあることをほのめかしている。
「教育講話」については，一回の掲載があり（昭和 8（1933）年度春期分），「序」の部分が紹介さ
れている。
序
「教育といふ言葉は，なんだか大層堅くるしいことのやうに，又，必要ではあるが面白くもな
いことのやうに，皆さんの耳に響くかもしれません。そして，私，学校の先生になるのではない
から，そんなことを学ばなくてもいゝと言はれる方もあるかも知れません。」
「傍から眺めてゐるだけでも愉快ですが，少しでも自分の世話が助けとなり，この成長もその
結果だと思ふ時に，その愉快は一段の深みを加へて来ることでせう。自分以外のもの，わけても，
自分より弱いものゝ為に役に立つといふことは，人間の幸福の中の最も大きなものゝ一つである
（以下略）」
ここでは，現状では教えられる立場にある受講者たちに対し，教える側に立つことがいかに重要な
ことであるのかを説いている。この科目は紹介のなかでふれているように，家庭教育を念頭に置い
たものである。しかし，それだけではなく，『早稲田高等女学講義』を終えた受講者にはその後教師
の職に就くものも多く，教師の側としても，そのようなことが念頭に入った上での表現ではないだろ
うか。
さて，『内容見本』によれば，昭和 12（1937）年度春期より，「全科目悉く刷新し」た，として 4
科目の「修身」分野の序列が「修養講話」「公民講話」「教育講話」「結婚講話」と変動している。し
かし，実際の内容に目を向けると，それまでとの大きな変更は見られない。「結婚講話」が最後に
回っているのは，プライオリティが低下したことを意味しており，注目に値するが，むしろ，翌昭和
13（1938）年年度から科目名も，「女子修身講話」「公民科講話」「教育講話」「結婚講話」へと変わ
り，その内容も大きく様変わりしている。具体的に明示されているわけではないがおそらく，この変
化は前年の 7月に始まった日中戦争に端を発した「国民精神総動員運動」の影響を受けたものであろ
う。「女子修身講話」の内容が必ず掲載されており，なかには昭和 14（1939）年度春期開始分のよう
に 2つのトピックが並んでいたこともあった。複数年次にわたって掲載されていたものは，「修養の
道」（昭和 13（1938）年度春期／秋期開始分），「業務と修養」（昭和 14（1939）年度春期／秋期開始分）
である。
第四課　修養の道
「私達はこの立派な日本国に生まれながら日本人たる覚悟と行いが出来て居るであらうかと手
をあてゝ考へて見ると，それが十分出来て居ると答へ得るものはおそらくは先づないであらう。」
「私達は師から親から直接に教を受けるばかりでなく，読書に依つて古今東西に亙つて世界の
人の中の人と云はれる人々から教を受けることが出来るのである。」
「日本人たる覚悟と行い」という強い表現がある一方で，読書によって古今東西の知識を身に
つける大切さを示しており，自国内にのみ目を向けるような姿勢は見せていないことも注目し
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たい。
三，業務と修養
「修養と云へば書物を読んだり又は特別の道場にこもつて教を受けることのやうにのみ考へる
人もあるが，書物も特別の道場も必要であるが，それと同時に，否，ときにはそれ以上に働き場
に於て働くことによつて大いに寝られ磨かれるのである。かの立派な学校へ通ひながら学業も進
まず修養もなし遂げられないものが少くないのはいろいろ原因もあるが，一つには彼等は只机上
の学問，机上の修養に止まつて，実際の働きと縁遠いので，真剣に学問しよう，修養せずに居ら
れないと云ふ必要に迫られないからである。」
これは働くことによってこそ磨かれる修養というものがあるとし，働きながら講義録に学ぶ受講生
たちにエールを送っているといえるであろう。
また，女子修身講話には以下のようなトピックも取り上げられている（昭和 14（1939）年度春期
開始分）。
そして，「公民科講話」では一つのトピックが取り上げられている（昭和 13（1938）年度春期開始
分）。
第一　社会生活
「家庭は一つの小さい社会である。」
「父母を信頼し，父母に感謝することから，更に広く社会の人々を信頼し，社会の人々に感謝
することが出来るやうになる。また父母に素直に服従することから，軈て社会の正しいことに無
条件で服従することが出来るやうになる。此の点に於て，親子の関係は凡ゆる人倫関係の基礎で
あるといふことが出来る。」
社会生活を営む上で重要なのは「父母への信頼」とし，「親子の関係は凡ゆる人倫関係の基礎であ
る」ことを説いているが，ここにおいても儒教思想が明確に現れていることが分かる。
「結婚講話」に関しても一つのトピックが示されている（昭和 14（1939）年度秋期開始分）。
二，独身の可否
「近代になつて，女の働きが認められ，女の意思が尊重されるにつれて，独身者が次第に多く
なり，又それを不審がるものも悪様に言ふものも少くなつた。本人も亦独身をさして苦痛に思は
ないやうになつた。」
これは以前ににあった「結婚の適者と結婚の適齢」と重なる部分が大きい。
現在のところ，昭和 14（1939）年度秋期開始分の第 36回分までが判明しており，戦時中に中断さ
れたと思われ，他の講義録についても，「戦時，戦後にかけて用紙関係その他の事情のため，一時休
刊のやむなきに至っておりました」と述べられている。しかしこれについての詳細は現在のところ不
明である。
戦後になり，学制改革が進められ，学校制度が大きな転換をしていたなかで，『早稲田高等女学講
義』の刊行が再開された。しかし，講義録の再開はさまざまな混乱のなかで行われたようである。通
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常一年半をかけて行われ，毎月一回刊により 18号で完結するはずが 20号にまで伸び，多くの科目を
少しずつ進めていくのが原則であるが，19号では「公民講義」「家政講義」，「英会話講義」が 1冊で
完結するようになっている。また，「公民講義」の講師は「早稲田大学出版部編」となっている。戦
前期における「修身」分野に対応するである分野の「公民講義」のテキストについて特徴的な部分を
示しておく。
家庭教育
子女が家庭生活をしている間に，その父母や，兄弟によつて行われる教育を家庭教育といゝま
す。親が，その子を教育するのが教育の第一歩です。家庭教育は，学校というものゝなかった時
代から行われてきたもので，しかも学校教育の根本をなすものは，家庭教育です。ある意味では，
学校教育は，家庭教育の延長であり，家庭教育の不足を補うものです。更に家庭教育は，学校教
育を受ける間も，社会に出た後も，行われるべきものです。（12）
戦前においては家庭教育を主眼として設定されていた「教育講話」に対して，これは「公民科」の
中に配された「教育」の一部である。そのなかにはもちろん学校教育や社会教育などさまざまな教育
の事柄について紹介がされている。
まとめにかえて
『通信女学』と『早稲田高等女学講義』において，いずれも学校へ進むことが出来なかった人たち
を対象にしている，という点，担当する講師陣が女学校の教師であったことは共通している。『早稲
田高等女学講義』は早稲田大学という高等教育機関主導の下刊行された講義録であったが，担当した
講師のほとんどは様々な高等女学校の教師たちであった。しかし，公私立様々な学校から集められた
講師に加え，大学教授らも含まれていたことから，非常に豪華な顔ぶれであった，ということが出
来るだろう。『通信女学』が刊行されていた時期は未だ高等女学校の制度が確立していない時期でも
あり，既存の学校のカリキュラムに準拠する，というよりも，「女学」を磨くためにこういう分野を
学ぶべきだ，という学校側からのメッセージを反映したカリキュラムをとっていたのではないだろう
か。それに対し，『早稲田高等女学講義』は既に確立されたカリキュラムに準拠することも念頭に置
いている。さらに全科修了／卒業しても公的には認められなかった（これは『通信女学』にも共通す
る）が故に，目指すことになった「専検」突破が受講者にとって大きな課題となっていたようだ。だ
がこれは，当時の女性の社会上昇という意味において重要な要素であったのではないだろうか。
以上見てきたように，終戦後に再スタートを切った「公民科」の講義録を除くと，『早稲田高等女
学講義』においては，長い期間「修身」分野において筆頭に配置され，独立した講座として存在した
「結婚講話」の位置が非常に高いことが分かった。それは一般の高等女学校の「修身科」では数十あ
るなかの一課であることとの対比から見えてきたものであった。もちろん，高等女学校において軽視
されたものであったというわけではないだろう。ただし，実際に学習を始める前の段階の人たちの目
に多く触れることになったのは，圧倒的に「修養講話」であった。自己形成をいかにしていくか，な
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どこれは身につけておいてほしい，といったメッセージの込められた文言が多く記されていたのであ
る。もちろんこれまで見てきたように，その「修養講話」のなかにおいても，そこかしこに「良妻賢
母主義」に貫かれた言葉が見受けられた。当時の制度が確立された後の高等女学校は，先に見たよう
に良妻賢母主義とは切り離すことが出来なかった。しかし，決してそれだけではないだろう。良妻賢
母，という呪縛があったにせよ，多くの事柄を身につけた受講者たちはさまざまな可能性を見いだし
ていったであろうことは想像に難くない。
今後の課題としては，現状確認できていない，大正期における記述の分析，またそのほかの教科に
ついての分析について調査していきたい。
注⑴ 『女学雑誌』第 73号　1887年 8月 27日発行，付録より。
　⑵ 『通信女学講義』1号　1887年 4月 15日発行，1–3ページ。
　⑶ 同前。
　⑷ 同前。
　⑸ 稲垣恭子『女学校と女学生』中央公論新社　2007年，177ページ。
　⑹ 『女学雑誌』194号　1890年 1月 1日発行，告知より。
　⑺ 『女学雑誌』246号　1891年 1月 1日発行，告知より。
　⑻ 文部省第十六年報「明治 21年官公私立高等女学校一覧表」より。
　⑼ 田代和久「第 4章 女子講義録の世界 : 『女学雑誌』の一点描（第一部 講義録の世界，近代化過程における
遠隔教育の初期的形態に関する研究）」『研究報告』67号　メディア教育開発センター　1994年，118ページ。
　⑽ 前掲書『女学校と女学生』182ページ。
　⑾ 「公民科について」『早稲田高等女学講義』第 19号　1948年 2月 5日発行。
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